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1. はじめに 

産業・輸送部門等の脱炭素化手段として、グリーン水

素の利用拡大が期待されている。EUでは、水素戦略に

おける電解装置設置目標や、改正再生可能エネルギー指

令（RED III）におけるRFNBO※1の使用義務の設定等

により、その普及を促進している。本報では、欧州におけるグリーン水素プロジェクトの最新動向につい

て報告する。 

※1 RFNBOとは、Renewable Fuels of Non‑Biological Originの略称で、EUの再生可能エネルギー指令で定義された非生物由来再生可能

燃料を指す。再エネ水素およびその派生品（e-fuels）が対象。 

 

2. 現在の市場環境と課題認識 

EUの電解装置設置目標とRFNBO使用義務の概要を表1に示す。2024年の電解装置設置実績は、目

標値の 1 割程度しかなく、EU の政策側の期待通りに市場拡大が進んでいないことが伺える。中国では

急速な成長が見られるものの、IEAのGlobal Hydrogen Review 2026（図1参照）では、稼働中および

2030年までの稼働開始を目指す開発プロジェクトにおける低炭素水素の生産能力合計は、前年版の評価

から約 1,000万トン／年減少し、約 2,700万トン／年となった。プロジェクトの延期や中止等により、

世界的に投資の勢いが鈍化していると考えられる。Hydrogen Conference 2026（2026 年 6 月、Wood 

Mackenzie 主催）のパネルディスカッション等においてもグリーン水素関連市場の厳しい現状認識が示

され、EUの投資促進・市場拡大に向けた主な課題として以下が挙げられた。 
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◇欧州のグリーン水素プロジェクト動向に関して情報収集を行った。 

◇EUで掲げる政策目標に対してグリーン水素市場の拡大スピードは遅れており、2024年の電解装置

容量の設置実績は、目標の6GWに対して0.3 GWと約5％程度にとどまった。 

◇グレー水素対比で高コストであり、また政策面の不確実性も理由に、各プロジェクトのオフテイク

契約が難航している様子。 

◇一方で、安定して大規模需要が見込めることから、製油所向けグリーン水素プロジェクトでは複数

の最終投資判断が行われている。 

◇今後、EUのグリーン水素等の認証要件に関するレビューが予定されており、今後の政策動向が注

目される。 
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